
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る

本
市
の
取
り
組
み
状
況

　
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
、
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
7
の
地
震
に
よ
り
、
石

川
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
へ
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。富

田
林
市
長
　
吉
村
　
善
美

石
川
県
輪
島
市
へ
救
援
物
資

の
支
援
を
行
い
ま
し
た

　
発
災
後
、
特
に
避
難
者
が
多
く
、

本
市
の
富
田
林
寺
内
町
と
同
じ
く
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
輪

島
市
黒
島
地
区
）
を
有
す
る
石
川

県
輪
島
市
へ
直
接
ニ
ー
ズ
を
お
伺

い
し
、
市
の
災
害
備
蓄
品
な
ど
を

救
援
物
資
と
し
て
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
市
と
の
間
に
、「
災
害
時
に

お
け
る
支
援
物
資
の
受
入
及
び
配

送
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
す

る
佐
川
急
便
株
式
会
社
様
（
富
田

林
営
業
所
）
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
１
月
5
日
に
、
輪
島
市
に

向
け
本
市
を
出
発
し
、
2
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
2
台
体
制
で
、
備

蓄
水
（
４
９
０
ml 

３
８
４
０
本
）、

ボ
ッ
ク
ス
ト
イ
レ
（
１
０
０
個
）、

そ
の
他
生
活
用
品
な
ど
の
救
援
物

資
を
直
接
お
届
け
し
ま
し
た
。​

問
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５
０
３
）

　
被
災
し
た
市
町
村
の
住
民
お
よ

び
当
該
市
町
村
か
ら
本
市
に
避
難

し
た
住
民
に
対
し
て
、
人
的
お
よ

び
物
的
に
総
合
的
な
支
援
を
的
確

か
つ
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
1
月
4
日
に
市
長
を
本
部

長
と
す
る
「
富
田
林
市
支
援
対
策

本
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
同
会
議
に
お
い
て
、
市
内
の
公

共
施
設
へ
の
募
金
箱
の
設
置
や
街

頭
募
金
の
実
施
、
石
川
県
輪
島
市

へ
の
救
援
物
資
の
搬
送
や
義
援
金

の
受
付
な
ど
の
実
施
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
今
後
も
、
被
災
地
支
援

の
迅
速
な
意
思
決
定
を
図
る
た
め
、

本
部
体
制
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５
０
３
）

富
田
林
市
支
援
対
策
本
部	

を
設
置
し
ま
し
た

　
令
和
6
年
1
月
1
日
の
石
川
県

能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に

伴
い
、
消
防
庁
長
官
か
ら
指
示
を

受
け
、
１
月
１
日
よ
り
、
本
市
消

防
本
部
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
派
遣
隊
は
、
大
阪
府
大
隊

と
し
て
、
石
川
県
輪
島
市
を
中
心

に
検
索
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
１
月
16
日
現
在
、
本
市

消
防
本
部
か
ら
は
合
計
21
人
の
隊

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課
〔
☎

(23)
１
１
２
５
〕

被
災
地
へ
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣 １

月
16
日
時
点
の
情
報
で
す

被災地へ向かう本市消防車 吉村市長への出動報告

輪島市での火災現場の掘り起こし活動

6広報とんだばやし2024年２月号



　
本
市
で
は
、市
内
公
共
施
設
19
カ

所
に
募
金
箱
を
設
置
し
、次
の
と
お

り
義
援
金
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　
令
和
6
年
12
月
27
日

㈮
ま
で

※
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

寄
付
方
法

①
口
座
振
り
込
み

寄
付
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、日
本
赤

十
字
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://

w
w

w
.jrc.or.jp/contribute/

help/20240104/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
下
図
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

②
現
金
で
の
受
け
付
け

増
進
型
地
域
福
祉
課
22
番
窓
口
、

金
剛
連
絡
所
で
受
け
付
け

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
30
分
ま
で
。

※
募
金
箱
の
設
置
場
所
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
危
機
管
理
室
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
休
業
日・営
業
時
間
な
ど
は

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
８
８
）

「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
」

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

街
頭
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た

　
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
、現
在

も
困
難
な
状
況
に
あ
る
方
々
に
寄

り
添
う
思
い
を
込
め
、1
月
8
日

に
、す
ば
る
ホ
ー
ル
、エ
コ
ー
ル
・
ロ

ゼ
、コ
ノ
ミ
ヤ
富
田
林
店
の
３
カ
所

で
、本
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ
る
街
頭
募
金
活
動
を
実
施
し
、

47
万
５
８
９
８
円
の
義
援
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

被
災
者
の
市
営
住
宅
へ
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
お
い
て
被
災
さ
れ
、
住

宅
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し

一
時
的
な
入
居
の
た
め
に
、
市
営

住
宅
を
無
償
提
供
し
、
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
。

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
４
３
７
）

本
市
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　
今
後
、
本
市
職
員
が
府
被
災
地

派
遣
チ
ー
ム
へ
参
画
し
、
輪
島
市

内
に
お
い
て
避
難
所
の
運
営
支
援

を
担
い
ま
す
。

問
人
事
課
（
内
線
３
２
１
）

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご

支
援
と
募
金
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
各
店
舗
の
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、義

援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
８
８
）

応
急
給
水
支
援
活
動
に	

つ
い
て

　
今
後
、
日
本
水
道
協
会
か
ら
の

要
請
が
あ
り
次
第
、給
水
車
な
ど
を

速
や
か
に
被
災
地
に
派
遣
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
総
務
課
〔
☎
(24)
１
２ 

０
０
〕

義
援
金
・
救
援
金
詐
欺
に

ご
注
意
を

　

市
役
所
職
員
や
「
地
震
情
報

局
」
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、
一
般

家
庭
に
義
援
金
や
救
援
金
、見
舞

金
を
募
る
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
を
送

る
な
ど
し
、
高
額
な
振
り
込
み
を

求
め
る
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
富
田
林
市
や
日
本
赤
十
字
社
、

中
央
共
同
募
金
会
、社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
で
は
電
話
や
フ
ァ
ク
ス

で
の
義
援
金
の
振
り
込
み
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
８
８
）

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商

法
に
ご
注
意
を

　

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

は
、災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
の
耐
震
改
修
工
事
や
修

繕
な
ど
、消
費
者
の
不
安
を
あ
お

り
、不
必
要
な
工
事
や
高
額
な
料

金
を
請
求
す
る
手
口
が
あ
り
ま
す
。

　

悪
質
商
法
は
災
害
発
生
地
域

だ
け
が
狙
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
な
商

法
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
４
３
８
）

見
舞
金
を
石
川
県
大
阪
事
務

所
に
届
け
ま
し
た

　
1
月
12
日
、
吉
村
市
長
が
石
川

県
大
阪
事
務
所
を
訪
問
し
、
石
川

県
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
対

策
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
石

川
県
大
阪
事
務
所
長
に
見
舞
金

１
０
０
万
円
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

7
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令和５年度
低所得の子育て世帯に対する子育て世帯	 	 	 	 	
生活支援特別給付金申請期限は２月 29日㈭２月 29日㈭まで

　食費などの物価高騰に直面する低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点か
ら、同給付金を支給しています。
　申請期限は２月29日㈭です。給付金の対象となる人で申請がまだの人は、お早めに申請をしてください。

■支給額　対象児童１人につき一律５万円（１回限り）

■支給対象者

■支給手続き・支給時期　※対象者により手続きが異なりますので、ご注意ください。

ひとり親世帯分
※右の①～③のいずれか
に当てはまる人。

①児童扶養手当受給者：令和５年３月または４月分の児童扶養手当の支給
を受けている人【申請不要】
②公的年金等受給者：公的年金などを受給していることにより、令和５年
３月または４月分の児童扶養手当の支給を受けていない人
※児童扶養手当にかかる支給制限限度額を下回る人に限ります。
③家計急変者：令和５年３月または４月分の児童扶養手当の支給は受けて
いないが、食費などの物価高騰の影響を受けて令和５年１月以降の家計が
急変している、児童扶養手当を受給している人と同じ水準の収入の人

申請が不要
（①④の対象者）

①令和５年５月 30 日に、児童扶養手当受給口座に振り込みました。
④令和５年５月 31 日に、令和４年度子育て世帯支援特別給付金（ひとり親世帯
以外）受給口座に振り込みました。

申請が必要
（②③⑤の対象者）

随時申請を受け付けています。
※申請方法など詳しくは、市ウェブサイト（こども未来室のページ）をご覧ください。

※申請が必要な人は、申請内容を審査した後、順次指定口座に支給します。

ひとり親世帯以外分
※右の④⑤のいずれかに
当てはまる人。

④令和４年度中に実施した子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯
以外分）を受給した人【申請不要】

⑤令和５年３月 31 日時点で 18 歳未満の児童（障がい児については 20 歳
未満）を養育する父母などであって、令和５年１月以降の収入が急変し、
住民税非課税相当の収入となった人

問こども家庭庁コールセンター〔☎0120(400)903〕（祝日を除く、月～金曜日、午前９時～午後６時）
　こども未来室（内線205）（土・日曜日、祝日、年末年始を除く、午前９時～午後５時30分）

※ひとり親世帯分と、ひとり親世帯以外分の重複支給はできません。

富田林市農業公園
（サバーファーム）
休園のお知らせ

　
市
は
、
農
業
公
園
の
継
続
に
向

け
て
一
昨
年
か
ら
土
地
の
関
係
者

と
賃
貸
借
な
ど
の
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
令

和
６
年
４
月
以
降
の
敷
地
使
用
に

関
し
協
議
が
整
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
利
用
者
の
皆
様
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、令

和
６
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
一
旦
休

園
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
と
み
ど
り
推
進
課
（
内
線

４
４
３
、４
４
１)
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河南橋

喜志大橋

石川サイクル橋

新北橋

金剛大橋

昭和橋

川西大橋

高橋

伏見堂大橋

羽曳野市

国道309号

旧
国
道
1
7
0
号

川西グラウンド
ゴルフ場      ●

河南橋西詰●

錦織多目的　
運動広場　●

川西大橋西詰●

新北橋西詰●

石川グラウンド●

石川サイクル橋
西詰　　　　●

富
田
林
駅

●河南橋東詰

●石川河川敷
   喜志グラウンド
●石川サイクル橋
　東詰

●石川グラウンド
　対岸
●石川河川敷
　川西グラウンド

●石川河川敷
　西板持グラウンド
●彼方児童遊園

●上一之井堰下流

滝
谷
不
動
駅

喜
志
駅

富
田
林
西
口
駅

川
西
駅

　「自然を守り、緑と太陽にめぐまれた住みよいまちをつくりましょう」と
いう市民憲章のもとに、昭和59年に「石川を美しくする市民運動協議会」
が発足し、毎年３月の第１日曜日に、本市の石川とその支流を市民の皆さん
の手で清掃していただいています。
◎ところ　石川およびその支流（佐備川、宇奈田川、千早川）
※左地図の●印（青い旗が目印）が集合場所です。都合の良い場所でご参加ください。
◎清掃用具　ごみ袋と軍手を用意します。その他の清掃用具は各自でご用意
ください。また、清掃できる服装でご参加ください。
◎ごみの処理　ごみや枯れ草を燃やすことによりダイオキシンが発生したり、
自然環境を破壊したりするため、全てのごみは燃やさないで
赤い旗の場所に集めてください。ごみは後日、府が収集します。
◎注意事項　石川大清掃のために設置しているごみ集積場に、
河川から出たごみ以外に、家庭から持ち込まれた粗大ごみや、
剪
せ ん て い

定した竹・植木の枝などが持ち込まれています。石川大清掃
は河川の清掃活動です。河川の清掃以外から出たごみは持ち込まないでください。
　また、河川の中に入っての清掃は、大変危険ですのでしないでください。
◎事業者や企業などの参加・協力を募集　事業者や企業などの参加・協力を
次の内容で募集します。詳細は、個別にご相談させていただきます。
内容　従業員の清掃参加、清掃時に使用するごみ袋や軍手などの提供
問環境衛生課内「石川を美しくする市民運動協議会」事務局（内線171）

～みんなそろって石川へ～

３月３日㈰
午前 9 時～10時30分

※雨天中止（当日、午前７時に決定。中止の場合、順延はしません。）

石川大清掃石川大清掃第
38
回

　「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づき、物価高への対応のため、住民税非課税世帯
に対し、１世帯あたり７万円の給付金を支給します。
　 支給の対象となる可能性の高い世帯には、1 月に市より「振込通知書」または「支給申請書（請求書）」
をお送りしています。

富田林市非課税世帯緊急支援給付金（追加分）

支給方法　以下の①②のいずれかの方法で支給
①「振込通知書」が届いた世帯（富田林市非課税世帯緊急支援給付金（３万円）を受給した世帯）【申請不要】
　対象となる可能性のある世帯には「振込通知書」を送付し、支給通知書に記載された口座へ 1 月 23 日に
　振り込みました。
②「支給申請書（請求書）」が届いた世帯
　支給申請書（請求書）に必要事項を記入し、本人確認書類などを添付のうえ、同封の返信用封筒に入れて
　返送してください（同封の書き方見本を参照してください）。

※低所得者支援として予定されている、「住民税均等割のみ課税世帯への給付（１世帯あたり 10 万円）」、「低
所得者の子育て世帯への加算（18 歳以下の児童１人当たり５万円）」については、現在準備中です。詳細
が決まり次第、ウェブサイトなどでお知らせします。

問市給付金コールセンター〔☎0120(101)270〕（土・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後５時）

申請期限　3月 22日㈮　※お早めにお手続きください。
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新庁舎建設に伴う各部署の移転のお知らせ新庁舎建設に伴う各部署の移転のお知らせ

　新庁舎建設に伴う、２月に予定している各部署の移転スケジュールをお知らせします。
　移転の前後で窓口の場所が変わる部署がありますので、手続きなどで来庁される際はご注意ください。
　また、庁舎の解体工事に伴う工事規制などにより、市役所の駐車場台数が従来より減少しています。駐車スペー
スに限りがありますので、市役所にお越しの際は、できる限り電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、引き続きご理解・ご協力をお願いします。

移転日 課名 移転先 郵便・電話番号

２月 13日㈫
総務課 市役所３階（常盤町１の１）※郵便物送付先の住所（常盤町１の１）および

代表電話番号〔☎（25）1000〕は移転後も変更
ありません。行政管理課・財政課 市役所５階（常盤町１の１）

（２月）（２月） 問総務課（内線 341）問総務課（内線 341）

新型コロナワクチン接種について 1月15日時点の情報です

問市新型コロナワクチン接種コールセンター〔☎0120(884)056〕
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く、午前９時～午後５時30分）

市ウェブサイト

LINE 友だち登録新型コロナワクチンを無料で接種できるのは令和６年３月31日㈰まで新型コロナワクチンを無料で接種できるのは令和６年３月31日㈰まで
※初回接種（1、2回目接種）も引き続き実施しています。
※国の方針により、変更する場合がありますので、最新の情報や詳細は市ウェブサイ
ト・市 LINE 公式アカウントからご確認ください。

接種期間・回数
接種対象者
使用するワクチン

実施医療機関
接種券

令和５年９月20日から令和６年３月31日㈰の間に１回
初回接種を終了した生後６カ月以上の人
オミクロン株 XBB.1.5対応１価ワクチン（ファイザー、第一三共）
※12月18日より一部医療機関で、第一三共社のワクチン接種を開始しています。
市ウェブサイトをご確認いただくか市コールセンターへお問い合わせください。
接種券の申請なしでの発送は全て完了しています。接種券をお持ちでない人や
届かない人は、新型コロナワクチン接種券発行申請フォームからお申し込みく
ださい。未使用の接種券をお持ちの人は、お持ちの接種券を使用してください。

接種券発行
申請フォーム

■令和６年度の新型コロナワクチン接種について
　令和６年度より新型コロナワクチンは定期接種となります。現時点での国の予定は下記のとおりです。詳細
が決まり次第、広報誌や市ウェブサイトなどでお知らせします。
接種期間・回数　年度内１回（秋冬を想定）
定期接種対象者　以下の①②のいずれかに該当する人
①満65歳以上の人
②満60歳以上65歳未満の人で心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極端に制限される程
度の障がいを有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する
人（身体障害者手帳１級または同程度）
※接種するワクチン、自己負担額や実施医療機関については未定です。
※定期接種の対象でない人や接種期間外の接種、年度内２回以上の接種は任意接種（全額自己負担）となります。
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子
ど
も
食
堂
・		

	

居
場
所
づ
く
り
研
修
会

　
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
、

「
子
ど
も
食
堂
」
の
取
り
組
み
が

本
市
に
お
い
て
も
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
食

堂
を
は
じ
め
と
す
る
「
居
場
所
」

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

「
子
ど
も
食
堂
に
お
け
る
居
場
所

づ
く
り
～
だ
れ
も
が
安
心
で
き
る

居
場
所
を
め
ざ
し
て
～
」
と
題
し

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
、居
場
所
づ
く
り

活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
関
わ
っ
て
み
た
い
と
お
考
え

の
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
９
日
㈯
、午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員　
50
人

参
加
費　
無
料

講
師　
村
上 

靖
彦
さ
ん
（
大
阪

大
学
人
間
科
学
研
究
科
教
授
）

申
し
込
み　
２
月
16
日
㈮
～
３
月

６
日
㈬
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

〔
☎

（25）
８
２
０
０
〕
へ
（
申
し
込

み
先
着
順
、
電
話
申
し
込
み
可
）

問
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
９
１
）

い
。

昨
年
開
設
し
た
学
校　
富
田
林
小

学
校
、
久
野
喜
台
小
学
校
、
寺
池

台
小
学
校
、
向
陽
台
小
学
校
、
彩

和
学
園
明
治
池
中
学
校

今
回
新
た
に
開
設
す
る
学
校　
新

堂
小
学
校
、
大
伴
小
学
校
、
彼
方

小
学
校
、
錦
郡
小
学
校
、
川
西
小

学
校
、
喜
志
西
小
学
校

開
設
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
午
後
９
時
（
12
月
27
日
～
１
月

７
日
は
除
く
）

対
象
団
体　
原
則
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
区
内
で
活
動
し
て
お
り
、
同

拠
点
の
設
置
目
的
に
合
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体

利
用
料　
無
料

利
用
方
法
　
利
用
に
は
事
前
に
団

体
登
録
が
必
要
で
す
。
教
育
総
務

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
課
に
提
出
し

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
後

は
施
設
利
用
予
約
書
を
各
学
校
に

提
出
し
、
承
認
を
得
て
使
用
の
予

約
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
教
育
総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
（
内
線
３
５
５
）

を開設

　
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
、
学

校
と
地
域
・
家
庭
・
行
政
が
連
携
・

協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
場
と
し
て
活
用
し
、
地
域

の
交
流
や
、
課
題
解
決
を
め
ざ
す

「
地
域
総
合
拠
点
」を
昨
年
に
引
き

続
き
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

　
自
治
会
の
集
会
や
地
域
活
動
団

体
の
会
議
、
生
涯
学
習
団
体
の
活

動
、
校
区
の
交
流
会
議
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
集
会
、
バ
ザ
ー
展
示
会
、
子
ど

も
の
学
習
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

２月は「水質改善強化月間」

　河川の汚れの原因の約7割が、台所や風呂、洗
濯などの家庭から出る生活排水です。この生活
排水の影響は、河川の流量が減少する冬季に大
きくなります。各家庭から出る生活排水をできる
だけ汚さずに流すことで、河川の水をきれいにす
ることができます。家庭からの汚れた生活排水
を少なくする取り組みにご協力をお願いします。
●残さない　食事は食べる分量だけ作り、残り
物を排水溝に流さないようにしましょう。
●拭き取る　食器や鍋などの汚れは、布や紙で
拭き取ったり、ヘラでかき取ったりしてから洗
いましょう。
●流さない　油は紙に吸わせる、固形化するな
どし、流さないようにしましょう。
問環境衛生課（内線139）

　
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の

物
価
高
騰
に
対
し
て
、
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
次
の
支
援
策
を
実

施
し
ま
す
。

●
水
道
基
本
料
金
を
２
カ
月
間
減
免

（
２
月
検
針
分
よ
り
）

　
市
民
お
よ
び
事
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
水
道
の
基
本
料
金
を
２
月

検
針
分
よ
り
２
カ
月
間
全
額
減
免

し
ま
す
。

物
価
高
騰
の
影
響
に
対
す
る

支
援
を
実
施

※
申
請
手
続
き
な
ど
は
不
要
で
す

（
上
下
水
道
料
金
な
ど
の
請
求
時

に
減
免
を
適
用
し
ま
す
）。

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
上

下
水
道
総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
〔
☎
(20)

６
４
０
０
〕
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市
短
時
間
非
常
勤
職
員	

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集

募
集
職
種
《
担
当
課
》

●
児
童
館
給
食
調
理
員

《
児
童
館
〔
☎
(25)
０
６
６
６
〕》

●
幼
稚
園
園
務
員

《
教
育
総
務
課
（
内
線
３
５
５
）》

●
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員（
補
助
員
）

《
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
１
）》

●
市
立
保
育
所
保
育
士
・
時
間
外

保
育
士

《
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
１
）》

●
図
書
館
司
書

《
金
剛
図
書
館〔
☎

(28)
１
１
７
１
〕》

●
幼
稚
園
介
助
員

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
９
）》

●
日
本
語
指
導
員

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
３
）》

●
教
員
業
務
支
援
員

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
５
６
）》

●
一
般
事
務

《
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）》

※
勤
務
日
、業
務
内
容
、申
し
込
み

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
短
時
間
非

常
勤
職
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

募
集
要
領
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同
募
集
要
領
は
担
当

課
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
事
課
の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

給食センター調理員（正社員）を募集

業務内容　調理業務全般、配送助手、洗浄など
試験日　２月24日㈯
試験内容　作文または筆記試験、面接試験
受験資格　平成元年４月２日以降に生まれた人
採用予定人数　１人程度
勤務場所　市立学校給食センター（藤沢台二丁
目３の２）
申し込み　２月21日㈬までに、履歴書に必要事
項を記入し、写真を貼り付け、富田林学校給食
株式会社事業部事業課（市立学校給食センター
内）〔☎(26)8039〕へ（郵送不可）
※申し込み、問い合わせは、月～金曜日（祝日
は除く）の午前８時～午後４時30分。

保
健
セ
ン
タ
ー	

	

市
短
時
間
非
常
勤
職
員	

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集

募
集
職
種　
一
般
事
務
・
保
健
師 

・
看
護
師

勤
務
場
所　
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

※
勤
務
時
間
や
業
務
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
連
絡

の
う
え
、
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
証
明
書
の

写
し
（
保
健
師
・
看
護
師
の
み
）

を
添
え
て
保
健
セ
ン
タ
ー
〔
☎
(28)

５
５
２
０
〕
へ
（
郵
送
不
可
）

市非常勤職員
（会計年度任用職員）
を募集

募
集
職
種
《
担
当
課
》

●
児
童
館
教
育
指
導
員
業
務

《
児
童
館
〔
☎
(25)
０
６
６
６
〕》

●
学
校
校
務
員
業
務

《
教
育
総
務
課
（
内
線
３
５
５
）》

●
戸
籍
窓
口
嘱
託
員
業
務

《
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
４
）》

●
家
庭
児
童
相
談
員
業
務

《
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
０
８
）》

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
指
定
等

業
務

《
広
域
福
祉
課〔
☎
(20)
１
１
９
９
〕》

●
幼
児
教
室
非
常
勤
保
育
士
業
務

《
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
５
）》

●
幼
稚
園
講
師
業
務

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
９
）》

●
適
応
指
導
教
室
指
導
員
業
務

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
５
）》

●
小
中
学
校
介
助
員
業
務

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
３
）》

●
消
費
生
活
相
談
業
務

《
商
工
観
光
課
（
内
線
４
８
２
）》

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務

《
高
齢
介
護
課
（
内
線
１
８
３
）》

●
一
般
事
務

《
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）》

試
験
内
容　
面
接
試
験（
一
部
の
業

務
は
、書
類
審
査
な
ど
も
あ
り
ま
す
）

※
採
用
人
数
、
受
付
期
間
、
試
験

日
、
面
接
時
間
・
場
所
、
勤
務
日
、

業
務
内
容
、
受
験
資
格
な
ど
詳
し

く
は
、
市
非
常
勤
職
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
試
験
実
施
要
領
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合
格
発
表　
各
要
領
に
記
載
の
と

お
り

申
し
込
み　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
っ

て
、
担
当
課
へ
（
郵
送
不
可
）

※
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分
に
受

け
付
け
。

※
免
許
・
資
格
が
必
要
な
業
務
は
、

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同
実
施
要
領
は
担
当

課
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
事
課
の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

新
し
く
人
権
擁
護
委
員
が

就
任
さ
れ
ま
し
た

　

長
年
、
本
市
の
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
、

隆
琦 

永
子
さ
ん
、
川
口 

博
夫

さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
１

月
１
日
付
け
で
荒あ

ら

木き 

純じ
ゅ
ん

子こ

さ

ん
、
佐さ

さ々

田だ 

あ
け
み
さ
ん
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
人

権
な
ん
で
も
相
談
」
の
日
程
な

ど
に
つ
い
て
は
、
26
ペ
ー
ジ
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課（
内
線

４
７
４
）
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防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
制
度

～
町
会
（
自
治
会
）
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
～

　
地
域
の
見
守
り
、
住
宅
地
な
ど

で
の
犯
罪
抑
止
な
ど
、安
全
で
、安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、市
民

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
同

補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
団
体　
町
会（
自
治
会
）

な
ど

補
助
金
額　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

設
置
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
の

額
で
、一
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円

※
耐
用
年
数
の
経
過
に
伴
う
更
新

（
機
器
入
替
）に
つ
い
て
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

※
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
前
に
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
運

用
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

「混雑状況確認システム」と	「キャッシュ
レス決済対応セミセルフレジ」を導入
　本市では、一部の窓口について、混
雑状況をスマートフォンやパソコン
で確認できるようになりま
した。また、証明書など
の手数料の支払いにクレ
ジットカード、電子マネー、
二次元コード決済による
キャッシュレス決済を順次
導入していきます。
利用可能な主な手続き　住民票の写し、戸籍謄
抄本、市・府民税証明書、納税証明書など
※利用可能な決済方法など詳しくは、市ウェブサ
イト（デジタル推進室のページ）をご覧ください。
問デジタル推進室（内線510、511）

防災無線による訓練放送を実施
　国が主催する情報伝達訓練が全国の市町村におい
て一斉に実施され、全国瞬時警報システム

「Ｊ
ジェイ

ーＡ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ」を用いた訓練放送が市内
に設置している防災無線から流れます。
　皆さんもこれを機会に、身を守るにはどうしたら
よいか考え、その場で行動してみましょう。
とき　２月９日㈮、午前11時ごろ（予定）
※気象・地震活動の状況などによっては、訓練放送
を中止することがあります。
●全国瞬時警報システム「Ｊ

ジェイ

ーＡ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ」とは？
　地震やミサイル飛来情報などの対処に時間的な余
裕がない事態が発生した場合、通信衛星を用いて国

（消防庁）から直接市町村などに情報を送信し、市
町村の同報系防災行政無線を自動起動するなどして
住民に緊急情報を瞬時に伝達するシステムのことで
す。
問危機管理室（内線9503）

防災情報音声案内サービスのご利用を
　同サービスは、防災無線から放送している防災情
報の内容を電話で確認できるものです。防災無線の
放送が聞き取りにくい場合などにご活用ください。
　なお、この電話はフリーダイヤルで通話料はかかり
ません。ただし、緊急情報の放送では使用できません。
電話番号〔☎0800(805)5653〕（固定電話・携帯電話共通）
問危機管理室（内線9503）

避難行動要支援者名簿に登録を
　本市では、災害対策基本法に基づき、災害時に自
力での避難が難しく、特に支援を必要とする人につい
て、災害時の安否確認や避難支援に必要となる情報
をまとめた同名簿を作成し、緊急連絡先などの情報を、
協定を結んでいる地域の支援組織へ提供しています。
　新規登録、登録の取り消し、登録内容の変更など
についてはお問い合わせください。
問増進型地域福祉課（内線275)

住宅用火災警報器	
アンケートの実施

　
市
消
防
本
部
で
は
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
市
内
の
２
０
０
世
帯
の

戸
建
て
住
宅
を
対
象
と
し
て
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
の
世
帯
に
は
１
月
中
旬
に

調
査
票
を
送
付
し
ま
し
た
。
お
手

元
に
調
査
票
が
届
い
た
人
は
、
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
状
況
の
実
態
把

握
を
目
的
と
し
、
設
置
状
況
の
公

表
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、職
員
の
訪
問
に
よ

る
確
認
な
ど
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

提
出
期
限　
２
月
20
日
㈫
ま
で
に

返
信
用
封
筒
で
返
送

問
市
消
防
本
部
予
防
課
〔
☎

（23）

１
１
２
４
〕
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顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
暗
証
番
号
の
設
定
や
管
理
に
不

安
が
あ
る
人
の
負
担
軽
減
を
目
的

に
、
暗
証
番
号
の
設
定
を
不
要
と

し
、
機
械
に
よ
る
顔
認
証
ま
た
は

目
視
に
よ
る
顔
確
認
に
限
定
し
た

「
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

の
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
暗
証
番
号
を
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、申
請
の
際
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、「
顔
認
証
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」か
ら
通
常
の
カ
ー

ド
へ
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
、
券

面
の
顔
写
真
や
記
載
事
項
を
用
い

た
本
人
確
認
書
類
と
し
て
の
利
用

利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
、そ
の
他

の
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
な
ど
で
暗
証

番
号
の
入
力
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

申
請
場
所

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
交
付
・
暗

証
番
号
）窓
口
ま
た
は
金
剛
連
絡
所

申
請
方
法

●
こ
れ
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
受
け
取
る
人
は
、
受
取
時
に

必
要
な
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の

う
え
、
窓
口
で
「
顔
認
証
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
希
望
す
る
旨

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
来
ら
れ
る
場
合
は
申

請
者
お
よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
を
持
参
の
う
え
、
あ
ら
か
じ

め
郵
送
さ
れ
る
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
兼
照
会
書
兼
回
答
書
の
代
理
人

の
住
所
や
氏
名
欄
と
、「
い
ず
れ
の

暗
証
番
号
も
設
定
し
な
い
」
欄
へ

記
入
し
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
て
「
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
と
し
て
利
用
し
た

い
人
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
来
ら
れ
る
場
合
は
、

代
理
人
の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
と
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎

（26）
９
８
１
５
〕

（
月
～
金
曜
日
と
第
１・２
日
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
30
分
）、
市
民
窓
口
課
（
内

線
１
３
１
、１
３
２
）

　
令
和
５
年
の
市
消
防
白
書
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は
令

和
４
年
か
ら
４
件
減
少
し
て
29
件

で
、
死
者
は
１
人
、
負
傷
者
は
０

人
、
損
害
額
は
約
１
９
０
０
万
円

で
し
た
。

　
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
19

件
、
車
両
火
災
４
件
、
そ
の
他
の

火
災
が
６
件
で
し
た
。
こ
れ
ら
を

原
因
別
に
み
る
と
、
多
い
も
の
か

ら
、
放
火
（
放
火
の
疑
い
含
む
）、

電
気
関
係
、
コ
ン
ロ
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

冬
季
は
、火
を
使
う
機
会
も
多

消防白書消防白書

く
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
で
す
の
で
、な
お
一

層
の
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
市
内
で
の
救
急
車
の
出

動
件
数
は
６
８
４
６
件
で
、
令
和

４
年
よ
り
87
件
増
加
し
、
過
去
最

多
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
急
病
４
７
７
２

件
、一
般
負
傷
１
２
０
７
件
、交
通

事
故
４
３
０
件
、
そ
の
他
４
３
７

件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た
と

き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療
機
関

を
受
診
し
、
救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課 

〔
☎

（23）
１
１
２
５
〕

令和５年令和５年

３
月
１
日
～
７
日
は
春
の	

全
国
火
災
予
防
運
動	

	

「
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し

て 

つ
な
ぐ
未
来
」

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
こ
の
時
季
に
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
の
発
生
を
防
ぎ
、
被
害

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
に
火
災
予
防
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
予
防
課
〔
☎

（23）

１
１
２
４
〕

水
道
事
業
用
地
を	

	

一
般
競
争
入
札
で
売
却

売
却
物
件　
①
寺
池
台
ポ
ン
プ

場
用
地（
金
剛
伏
山
台
２
４
８
６

の
99
）、
②
聖
ケ
丘
ポ
ン
プ
場
用

地
（
伏
山
三
丁
目
７
１
９
の
87
）

現
地
説
明
会　
２
月
８
日
㈭
、①

は
午
後
２
時
～
、②
は
午
後
４
時

～
（
当
日
直
接
現
地
へ
）

実
施
要
領
の
配
布　
２
月
９
日

㈮
～
16
日
㈮
、午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

く
）に
、上
下
水
道
総
務
課
で
配
布

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
上
下
水
道

総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

入
札
参
加
申
し
込
み　
２
月
９
日

㈮
～
16
日
㈮
に
、申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
え

て
、上
下
水
道
総
務
課（
甲
田
二
丁

目
12
の
44
）へ
持
参（
郵
送
不
可
）

入
札　
２
月
20
日
㈫
、①
は
午
後

２
時
、②
は
午
後
３
時
に
入
札
書

な
ど
を
入
札
室
へ
持
参

開
札　
入
札
締
切
後
直
ち
に
開
札

※
入
札
前
に
所
定
の
入
札
保
証

金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

問
上
下
水
道
総
務
課
〔
☎

(24)

１
２
０
０
〕
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南河内環境事業組合の入札参加資格
申請を受け付け
　同組合では、令和６～８年度の建設工事や
測量・建設コンサルタントなどの業務への入
札参加資格申請の受け付けを行います。
登録有効期間　４月１日㈪～令和９年３月
31日㈬
申請書提出要領の配布　２月22日㈭（土・
日曜日を除く午前９時～午後５時30分）ま
で、同組合総務企画課（〒584-0054甘南備
2345）で配布
※同組合ホームページ〔http://www.minami 
kawachi-kankyo.or.jp/〕からダウンロードも
できます。
申請方法　２月１日㈭～22日㈭（消印有効）に、
申請書提出要領に基づき作成した書類を同組合
総務企画課〔☎ (33)6584〕へ郵送（持参不可）

富
田
林
ブ
ラ
ン
ド

産
品
を
募
集

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
市
内
で

生
産
・
製
造
さ
れ
た
農
産
物
や
食

品
、
加
工
品
を
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委

員
会
独
自
の
基
準
に
よ
り
、「
富
田

林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定
（
現

在
30
産
品
）
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
定
す
る
産
品
を
募
集
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
認
定
さ
れ
た
産
品
は
富
田
林
ブ

ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く
販
売
促
進
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
個
人・

法
人
、
ま
た
は
そ
れ
ら
で
構
成
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体

対
象
産
品　
市
内
で
生
産
・
製
造

さ
れ
た
「
農
畜
水
産
物
」「
食
品
」

「
製
品
」

申
し
込
み　
２
月
６
日
㈫
～
22
日

㈭
（
必
着
）
に
、
富
田
林
商
工
会

ま
た
は
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け

の
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵

送
で
、〒
５
８
４・０
０
１
２
粟
ケ

池
町
２
９
６
９
の
5　
富
田
林
商

工
会
内
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
事

務
局
〔
☎

（25）
１
１
０
１
〕
へ

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　12月19日、「第32回国際高校生
選抜書展団体の部」で近畿地区優秀
賞の成績を収めた初芝富田林高等学
校書道部の皆さんが表敬訪問されま
した。

助
産
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
院
し
て

出
産
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
妊
婦

に
対
し
て
、
特
定
の
病
院
（
助
産

施
設
）
へ
の
入
所
措
置
を
行
う
こ

と
で
、
出
産
費
用
を
援
助
す
る
制

度
で
す
。

対
象
者　
生
活
保
護
受
給
世
帯
、

市
・
府
民
税
非
課
税
世
帯
の
妊
婦

※
一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

助
産
施
設　
済
生
会
富
田
林
病
院
、

Ｐ
Ｌ
病
院
、
澤
井
産
婦
人
科
な
ど

※
入
院
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
右
記
以
外
の
市
外
の
助
産
施
設

も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２
８
３
）

保育制度の
ご案内

　
本
市
で
は
、
通
常
の
保
育
所
な

ど
の
入
所
の
ほ
か
に
、
左
記
の
保

育
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
一
時
預
か
り
事
業

　

保
護
者
の
仕
事
や
病

気
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
時
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
時
な
ど
に
、

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に

保
育
所
な
ど
で
預
か
る
事
業
で
す
。

※
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
に
在
籍

の
な
い
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

実施施設名 所在地

富貴の里保育園 小金台
１丁目

梅の里こども園 梅の里
１丁目

寺池台こども園 寺池台
2 丁目

葵音つばさこども園 廿山
くみの木こども園なかの

（R6年4月から実施予定）
中野町
1 丁目

みどり保育園
（R6 年 3 月末まで）

若松町
1 丁目

■
休
日
保
育
事
業

　

保
育
園
が
休
園
日
と

な
る
日
曜
日
・
祝
日
な
ど
に
、
保

護
者
の
仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
預

か
る
事
業
で
す
。

※
す
べ
て
の
保
護
者
が
保
育
の
要

件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
病
児
保
育
事
業（
病
児
対
応
型
）

　

子
ど
も
が
風
邪
や
発

熱
な
ど
急
な
病
気
に
か

か
り
、
保
護
者
が
仕
事
を
休
め
ず

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
な

ど
に
、
子
ど
も
を
専
用
ス
ペ
ー
ス

で
一
時
的
に
保
育
す
る
事
業
で
す
。

実施施設名 所在地
みどり保育園

（R6年4月から実施予定）
若松町
1 丁目

くみの木こども園なかの
（R6 年３月末まで）

中野町
1 丁目

実施施設名 所在地
富田林病院なでしこ
保育園（病児保育室
なでしこ）

向陽台
1 丁目

休日保育事業※
各
施
設
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、

24
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

病児保育事業（病児対応型）

15

役所　☎ (25)1000・FAX (25)9037
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
保
険
証
の
代
わ
り
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
簡
単
・
便
利

な
機
能
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
利
用
可
能
な
医
療
機
関

は
拡
大
予
定
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
の
た
め

の
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、保
険
年
金
課
、福
祉
医
療

課
、金
剛
連
絡
所
に
機
器
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
で
で
き
る
こ
と

①
限
度
額
適
用
の
認
定

所
得
区
分
に
応
じ
て
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
の
一
時
支
払
い
が
一
定

額
を
超
え
な
い
よ
う
に
な
る
限
度

額
適
用
の
認
定
が
、
手
続
き
な
し

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
健
診
の

さらに便利に	
「マイナ保険証」

情
報
を
簡
単
に
確
認

健
診
の
結
果
を
い
つ
で
も
簡
単
に

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。医
療
機
関
で

わ
ざ
わ
ざ
説
明
し
な
く
て
も
、健
診

の
結
果
情
報
に
基
づ
い
た
適
切
な

診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
薬
の
処
方
状
況
の
確
認

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
処
方
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
で
も

処
方
情
報
を
参
考
に
、
よ
り
有
効

な
薬
を
組
み
合
わ
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
過
剰
処
方
を
防
い
で
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
医
療
費
の
支
払
額
の
確
認

確
定
申
告
な
ど
で
必
要
な
医
療
費

の
支
払
い
情
報
を
い
つ
で
も
確
認

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
福
祉
医
療
課
（
内
線
１
５
８
、 

１
５
９
）、
保
険
年
金
課
（
内
線

１
５
０
、１
５
１
）

　
不
育
症
治
療
な
ど
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
申
請
日
に
本
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象
に

保
険
適
用
外
の
治
療
費
用
な
ど
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
や
治
療
の
途
中
で
あ
っ
て

も
年
度
ご
と
に
１
回
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
助
成
対
象
と
な
る

検
査
お
よ
び
治
療
期
間
は
、３
月
31

日
㈰
ま
で
で
す
。
ま
た
、
申
請
期
限

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健

康
づ
く
り
推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）
を

公用車に掲載する広告を募集
広告掲載車　10台
広告期間　４月１日㈪～令和７年
３月31日㈪
広告料（月額）　後席ドア（両側）２
枚（50㎝×50㎝）＝3300円、荷室
ドア１枚（30㎝×50㎝）＝1100円
※広告を掲載したマグネットシー
トを車体に貼り付けます。
※作成費用は広告主負担です。
申し込み　２月６日㈫～29日㈭

（必着）に、申込書に必要事項を記
入し、必要書類を添えて行政管理
課（内線340）へ（申し込み先着順）
※必要書類など詳しくは、市ウェ
ブサイト（行政管理課のページ）
をご覧ください。

里
山
講
座
を
開
催

①
里
山
を
守
ろ
う
～
里
山
保
全
の

活
動
で
楽
し
く
汗
を
か
く
～

と
き　
２
月
24
日
㈯
、
午
前
10
時

～
午
後
３
時

内
容　
里
山
の
見
学
と
雑
木
林
の

下
伐
り
（
下
刈
り
）
を
行
う

②
里
山
の
春
を
見
つ
け
よ
う
～
家

族
で
楽
し
く
早
春
の
里
山
を
歩
い

て
み
よ
う
～

と
き　
３
月
３
日
㈰
、
午
前
10
時

～
正
午

内
容　
里
山
の
観
察
路
を
歩
き
、

早
春
の
草
花
や
昆
虫
を
観
察
す
る

と
こ
ろ　
開
始
時
間
に
奥
の
谷（
彼

方
）
に
集
合

定
員　
各
20
人　
費
用　
無
料

持
ち
物　
水
筒
、
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
、
帽
子
、
安
全
な
靴

※
①
は
弁
当
、②
は
軍
手
、持
っ
て

い
る
人
は
虫
眼
鏡
、
図
鑑
も
持
参
。

※
い
ず
れ
も
雨
天
決
行
。

申
し
込
み　

２
月
６
日
㈫
～
、

メ
ー
ル
に
、
イ
ベ
ン
ト
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
田
淵 

武
夫
さ
ん
（
富
田

林
の
自
然
を
守
る
会
会
長
）〔
☎

０
９
０（
８
８
８
８
）３
９
１
２・

tabuchi@
hb.tp1.jp

〕へ（
申
し

込
み
先
着
順
、
電
話
申
し
込
み
可
）

２
月
１
日
は	

	
	

「
フ
レ
イ
ル
の
日
」

働
く
世
代
か
ら
の

フ
レ
イ
ル
予
防

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
年
齢
と
と

も
に
体
や
心
の
は
た
ら
き
、
社

会
的
な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ

た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

の
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
で
お
う
ち
時
間
が
増
え
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
は
高
齢

者
だ
け
で
は
な
く
働
く
世
代
に

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
を
知
っ
て
、
早
く

か
ら
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
楽
し

く
運
動
し
、
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、

み
ん
な
で
一
緒
に
フ
レ
イ
ル
予

防
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
大
阪
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
府
健
康
づ
く
り
課
〔
☎
０
６

（
６
９
４
１
）０
３
５
１
〕

不
育
症
治
療
費

の
助
成

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書

は
同
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎
(28)
５
５
２
０
〕
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